
(lr.3llf�{J.紡認可｝

『部省／』一
月号にのっ

ている伊脱
述柴「球続家の

言い分」
は、
的国間凶の死

咽
岨岨
角をついた発

EB幽
玄である。

開回園

前倒
神社の
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道をつけよう

RB
として荷足中

司靖国
凶栂首相は、
は、
防相のスジからいって

際防量
A紬峨犯
が削
もおかしい。
A組問犯をは

国
神社に然られていること
ずして、
的国
神社が「民主

に中国が強い
不尚を示した
的」
（？）
になっ
たとして

ので、
A級制犯合把（ごう
も、
それは中間の芯向に同

し）
の取り下げをはかるつ
加したということに
すぎ

百ちが61斗／:ill 118 

と、
附凶
神社に働きかけた

というのである。
これに対

して東飾災機の泊旅が不尚

を淡明したのは当然である

『
つ
。この

奇妙な政府の助さ
ず、
取引
裁判の正絹をその

まま政府が受けいれたこと

を、
間際的に
は伝するに等

しい。
山本七平や波部町一

は、
いまこそ怒るべきでは

ないか。

ぎに、
思いのは戦争折持者

だけだった、
とい～つ見方が

あらわれた。
国民を被告者

とみる戦争仰が、
やがて加

告者でもあったという芯織

をつけ加えられて、
とつに

か
峨
争

の令詠
倣
が
み
え
る
よ

うになった。

A紋服犯をはずせば日本
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は
何
も
か
も
総
卯
だ
と
い

う凶

の戦争円以任問の
流れの中で
はこそ、
向山成対でふとつ

も大きな問凶を合んでい
た日
本人の自負を、
政府が

る。

先取りして表現したのでな

職後ただちに
二
低
総
けれ
ば務いである。
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こニ、一－一年、
わが凶の

多知の世界¢
を
・ζりえたポス

ることができょう。
伊
東光附
ト・モダンの肌削にたいする

「巨大技術の経済学」
（『世
批判としては、
竹
内労郎「ポ

界』
七月号）
もチエルノプイ
スト目モダンにおける知の陥

リ市故に回国して考えねばな
拝」
（「世界」
十一
月号）
を

らない巨大科学技術のもつ恐
挙げておこう。
竹内にしては

るべき陥弥（かんせい〉を街い
久々
に人にわかる
文日であっ

た
悦む力のある文躍だった。
た。
ポスト・モダンの間流の

目

立
っ

た

高

度

成

長

な
か
m
市
論
、

と
く
に

山宗
治
が

人びとを加えれば、
新しい協

盛んで、
粕谷一
命制似の「孝

明地閣
が附けよう。

再検討求める
論議
刊
東京人」
も宛刊4ヤれた。

総じて日成処した日本社会
『世界」
の特出（
七M号）

日本文化の
自己
像
の同検討な求めた論脱が多か
「斑京協ブlムの山川」
もあ

に迫っ
た
力作ニ
偏
ったのも本年の特色であり、
った。

ところで、
より
正統的
な起
この点で
は佐伯何回一・取田光
その東京のれの閣に紡山は

昧での論出におけ
る本年の収
一・前回袋・四足幹ニの討論
聞知していって、
本紙にも凡

胞をと附われ
れば、
「国
際
「『向山成
刊と
とは何であっ
引な「東京私記」
を市いた安

化」
という南波なテlマに凶
たか」（「部省／』
二月号）、
国政は本年、
ついにガンに凶
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第8回附
位紛失記怠法政
大

＝

＝
学他殺織は、
大蔵
械器百万の

して、
安い却なX化的決定泌を
木村尚三郎「反
巡歩の位記

排する
忠則から日
本文化の自
求」
（『〈OR己
二月号）

己倣に迫つ弁占的正和のニ
珂
な
どが注目されさっ。
このよ

の力作「日
本文化の
世界史的
う
な州泣かな社会の
空耐に迫つ

実

験
」

（
『

由央

公
論
』

六

月

た
二
人
の
才
媛
ハ
さ
い
え
ん
）

と

号
）

お
よ
び
「
文
化
の
国
際
化
と

し
て
、

リ
ベ
ラ
ル
な
国
際
的
視
野

は伺か〕
（同十一
月号）
決ま
に立つ猪口邦子「世記米守b

ず挙げねばなるまい。

新世紀へ」（『世界』
九月号）・

現代目本の多文化の開国e
の活躍が目立ち、
その対称点

への道を掠兜した山崎の品川旨
に的似するのがナショナルな

とM対照を叫す一
辿の作品と
思考に立つ長
谷川三平子「大

しては、
今日の目かな社会の
和

、官演は」（『〈0
5』
九

思にひそむ問問に迫った竹内
月号〉
であるのは興味蹴い。

磁「臼本の近代化は終ったの
政治的削件となった町脱出発

か」
（『世界」－
月号）、
同・
震や削国山刷、

殺科出山凶に

「
「
貧

し

さ
』

と
『
些
か

さ
』

つ
い
て
は
、

や
は
り
江
脱
出
の
こ

の間」
（同十二月号）
を挙げ
つの文也「
生省の視制と死者
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年一

リlト向けの
一義人
立
与も

大活胞であった。
長谷川
町松太

郎、
明日太一
らに加わって、

〈ょク初〉
・テーマに事欠かぬ

が収穫は乏しく・

円向、
何引制限出、
同際化、

チェルノブイリ、
SDI、
自

民党三百九政問、
脱出発－百、

中白制失g、
天門以在位六十

年、
ポスト・モダン、
それに

エイズ駈キ」まで加わって、
今

年
も
論
別
は
テ
l
マ
に
m
欠
か
な

か
っ
た。しかし、

これだけ多級な間

変貌する論壇の、地位、

経済人向け言論人が大活躍

一
回に四百していながら、
いわ

一ゆる鈴明誌を通院してみて、

一
強く印象に詰る文載を掠すと．

一
なると、
その数はきわめて少

一ない。
やはり言論そのものの

一
要弱なのだろうか。
それ
とも

一本年度の菊
池詑賞受政省・徳
本年は、
大前研一
（「円高が

一

岡
孝
夫
が
か
つ

て
述
べ
た
よ
う
に

教
え
る
新
・

国
日
論
」
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『
文
筆

一「桔ざとほし、
臨みとばし」
春秋』
五月号。
「「第三次鎚

ずν一
の風潮がますます間（こう）
地解
放』
のすすめ」
H同八月

京
一

じ
て
い
る
た
め
だ
る
っ
か。

号
ほ
か
）

や
店
出
一

（
「
米
国
経

．一
号つしたなかで、
いわゆる
慌の破綻」
H『〈OK己十月

一
徐粗なるものが日本社会に占
号ほか）
といった新しい肌手

一

め
て

主～
地

位
も
い
ま
や
大
き
く

が
多
く
の
脱
者
に
迎
え
ら
れ
た
。

一
変
異へんぼう）しつつあり、
これらの前者に石舛域型、
飯

一
従来の学者・文化人中心の前
回経夫、
香西器、
回下公人ら

由一
坦にかわって、
ビジネス・エ
急経済
をもよ
妥協する

世一uh
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の
視制」
（「出羽ノ』
四月

号
）
、

「
総
卵
白
山
の
『
別
的
検

閲」」
（同十一
月RU）
な泊す

るわけにはゆかない。

また林他太郎「教科h門川凶

を
考える」
（『文芸作秋』
ナ

月号）
も安心して日めるもの

であった。
これらの川叫と中

悶との凶
辿について、
私
も

「中国に呪制される日本」

（『出沼／」
三月号）
そ心い

ている。
ポスト・
モダン潮流

のなか東京論が盛ん
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